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議 会
だより

第86号
発行

平成30年12月1日

　　大山崎町議会議員一般選挙で選出された町議会議員（任期H30.10.24 ～ H34.10.23）
（後列左から）渋谷進議員、北村吉史議員、西田光宏議員、井上治夫議員、島一嘉議員、嘉久志満議員、辻真理子議員
（前列左から）岸孝雄議員、波多野庇砂議員、山中一成議員、井上博明議員、朝子直美議員

【新議会】新しい議会の構成������������
審議結果��������������������������

【決算】こんなことが決まりました�������
一般質問要旨���������������������� 
議会のうごき����������������������
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６ ～ ７
８ ～11  

12

主な内容
平成30年第１回（11月）臨時会

平成30年第３回（９月）定例会

平成30年第１回臨時会（11月１日）

（２～３ページ）新・大山崎町議会がスタート

表紙の
写真

この題字「おおやまざき」のデザインは大山崎中学校美術部の作品です

―
12
月
議
会
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
―

第
４
回
定
例
会（
12
月
議
会
）の
日
程　

12
月
５
日（
水
）　
本
会
議（
開
会
） 

　
　
７
日（
金
）　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
11
日（
火
）　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
12
日（
水
）　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
13
日（
木
）　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
14
日（
金
）　 

建
設
上
下
水
道
文
教
厚

生
常
任
委
員
会

　
　
17
日（
月
）　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
19
日（
水
）　
広
報
常
任
委
員
会

　
　
20
日（
木
）　
本
会
議（
討
論
・
採
決
）

〈
開
会（
予
定
）時
間
〉

　
本
会
議
・
予
算
決
算
委
員
会　
　
　
　

  
 

午
前
10
時　
　

　
そ
の
他
の
各
委
員
会 

午
後
１
時
30
分
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がスタートしました！
大山崎町議会議員名簿

議席番号 議員名 所属会派

１ 島　一嘉 大山崎クラブ
２ 西田　光宏 大山崎クラブ
３ 山中　一成 大山崎クラブ
４ 北村　吉史 大山崎クラブ
５ 嘉久志　満 公明党
６ 岸　孝雄 民主フォーラム

議席番号 議員名 所属会派

７ 辻　真理子 日本共産党議員団
８ 朝子　直美 日本共産党議員団
９ 渋谷　進 日本共産党議員団
10 井上　治夫 日本共産党議員団
11 波多野　庇砂 のぞみ
12 井上　博明 日本維新の会

　10
月
21
日
議
会
議
員
一

般
選
挙
後
の
初
議
会
に

お
い
て
、
議
長
、
副
議
長
、

監
査
委
員
、
各
委
員
長
な

ど
を
選
出
し
ま
し
た
。

※各議員の住所、電話番号等は町ホームページに掲載しています

※議場座席配置のとおり掲載しています

４ 北村　吉史

１ 島　一嘉

５ 嘉久志　満

２ 西田　光宏

６ 岸　孝雄

３ 山中　一成

10 井上　治夫

７ 辻　真理子

11 波多野　庇砂

８ 朝子　直美

12 井上　博明

９ 渋谷　進

副議長
波多野　庇砂

監査委員
岸 孝雄

議長
渋谷　進

議
長
抱
負

　
今
回
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を

へ
て
、
私
、
渋
谷
進
が
、
投

票
同
数
、
く
じ
引
き
の
結
果
、

議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。 

　
私
は
、
議
会
が
町
民
の
皆

様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
動
を

第
一
と
考
え
、
議
長
を
お
受

け
し
ま
し
た
。 

　
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る

た
め
に
は
、
議
員
全
員
が
協

力
す
べ
き
点
は
協
力
し
、
民

意
に
応
え
る
努
力
を
積
み
重

ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
私
は
、
そ
う
し
た
議
会
に

一
歩
で
も
近
づ
く
た
め
に
、

全
力
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
ま
た
、
議
員
の
皆
さ
ん
か

ら
の
お
力
添
え
を
切
に
願
う

も
の
で
す
。

　
副
議
長
の
職
務
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
議
長
の
職
務
補
佐
又
は
必
要

時
の
代
行
業
務
が
主
な
役
目
で

す
。

　
な
お
、
他
の
委
員
会
の
独
立

に
影
響
さ
せ
な
い
分
限
で
す
。

　
こ
の
度
、
新
し
い
議
会
よ
り

監
査
委
員
に
選
出
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
常
に
公
平
公
正
で
、
か
つ
、

偏
る
こ
と
な
く
、
客
観
的
な
監

査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長
抱
負

監
査
委
員
抱
負
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平成30年
第１回（11月）
臨時会 新しい大山崎町議会

広報常任委員会� 定数６人議会運営委員会� 定数６人議会改革特別委員会� 定数12人

建設上下水道文教厚生常任委員会
� 定数６人

予算決算常任委員会� 定数10人

総務産業常任委員会
� 　定数６人

役職 議員名
委員長 山中　一成
副委員長 辻　真理子
委員 島　一嘉
委員 嘉久志　満
委員 岸　孝雄
委員 渋谷　進

役職 議員名
委員長 辻　真理子
副委員長 島　一嘉
委員 嘉久志　満
委員 岸　孝雄
委員 波多野　庇砂
委員 井上　博明

役職 議員名
委員長 朝子　直美
副委員長 嘉久志　満
委員 山中　一成
委員 岸　孝雄
委員 波多野　庇砂
委員 井上　博明

役職 議員名
委員長 岸　孝雄
副委員長 井上　治夫

委員 （正副委員長以外の）
全議員

乙訓消防組合
山中　一成
朝子　直美

後期高齢者医療広域連合
波多野　庇砂

地方税機構
渋谷　進

乙訓福祉施設事務組合
西田　光宏
嘉久志　満
辻　真理子

乙訓環境衛生組合
北村　吉史
井上　治夫
井上　博明

役職 議員名
委員長 北村　吉史
副委員長 井上　博明
委員 西田　光宏
委員 朝子　直美
委員 井上　治夫
委員 波多野　庇砂

役職 議員名
委員長 西田　光宏
副委員長 朝子　直美
委員 島　一嘉
委員 山中　一成
委員 北村　吉史
委員 嘉久志　満
委員 辻　真理子
委員 井上　治夫
委員 波多野　庇砂
委員 井上　博明

委員長
山中　一成

委
員
長
抱
負

委員長
北村　吉史

委
員
長
抱
負

委員長
西田 光宏

委
員
長
抱
負

総
務
産
業
常
任
委
員
会

（
総
務
部
、
経
済
環
境
課
及
び

会
計
課
の
所
管
に
属
す
る
事
項

を
審
査
）

建
設
上
下
水
道
文
教
厚
生

常
任
委
員
会

（
健
康
福
祉
部
、
環
境
事
業
部

（
経
済
環
境
課
を
除
く
）
及
び

教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る

事
項
を
審
査
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

 

（
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る

 

事
項
を
審
査
）

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
は
行

政
管
理
や
農
林
商
工
・
衛
生
環

境
等
の
意
見
や
要
望
を
ま
と
め
、

経
過
と
結
果
を
本
会
議
に
報
告

し
、
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
委
員
会
で
す
。

　
活
気
の
あ
る
委
員
会
運
営
を

心
掛
け
取
り
組
み
ま
す
。
ぜ
ひ

常
任
委
員
会
の
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
た
び
の
議
会
改
選
に
よ

り
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
北
村
吉
史
で
す
。

　
こ
の
委
員
会
は
住
民
生
活
に

直
結
す
る
議
案
が
多
く
、
委
員

長
と
し
て
活
発
な
議
論
を
促
し
、

住
民
生
活
を
守
る
立
場
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
町
が
執
行
す
る
事
業
を
予
算

決
算
面
か
ら
審
査
す
る
重
要
な
機

関
で
あ
り
、
議
会
人
と
し
て
大
変

や
り
が
い
の
あ
る
委
員
会
の
委
員

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
何
が
大

切
か
を
し
っ
か
り
見
極
め
、
迅
速

で
確
実
な
運
営
に
努
め
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

一部事務組合等議員に選出された議員
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平成30年第１回（11月）　臨時会

平成30年第３回（９月）　定例会

議案に対する各議員の表決結果をお知らせします !

◇賛否が分かれた議案等◆

議案番号
※

議　案　名 議
決
結
果

西
田
光
宏

森
田
俊
尚

山
中
一
成

北
村
吉
史

岸
　孝
雄

高
木
　功

辻
真
理
子

朝
子
直
美

渋
谷
　進

前
川
　光

波
多
野
庇
砂

小
泉
　満（ 議 案 情 報 ）

35
大山崎町税条例等の一部改正について

原 案
可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

　 H30.3.31地方税法改正にともなう個人所
得課税やたばこ税の見直しを行う条例改正

42
平成29年度大山崎町一般会計歳入歳出決算
認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×

 詳細はP６～Ｐ７をご覧ください

46

平成29年度大山崎町後期高齢者医療保険事業特
別会計歳入歳出決算認定について

認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 歳入総額 ２億5,850万1,000円　歳出総
額 ２億5,097万円　歳入歳出差引額　753
万１千円　実質収支額　753万１千円

50

平成29年度大山崎町水道事業会計決算認定
について

認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 収益的収入額 ４億2,554万円 支出額 ４
億2,137万円　資本的収入額 8,872万円 支
出額 １億642万円

請願
１号

第二保育所の存続を求める請願書

不採択 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 第２保育所の廃園を白紙に戻し保護者等
と協議すること、来年度以降も全年齢児を受
け入れることを求める請願

決議
２号 2025年国際博覧会の誘致に関する決議案 原 案

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

【賛成：○　反対：×】（議席順に掲載）

◇全員が賛成であった議案等
議案
番号

議　案　名
議決結果（議　案　情　報）

52
専決処分の承認を求めることについて（平成30年度大山崎町一般会計補正予算（第３号））

承 認 台風第21号により被害の生じた天王山ハイキングコースや第二大山崎小学校などの公共施設
等の災害復旧事業に必要な予算4,650万円を増額する補正予算の専決処分

53 大山崎町監査委員の選任について（岸　孝雄さん） 同 意

54 大山崎町自治功労者の表彰について（高木　功さん） 同 意

55 大山崎町自治功労者の表彰について（渋谷　進さん） 同 意

56 大山崎町自治功労者の表彰について（朝子　直美さん） 同 意
発議
２号 大山崎町議会委員会条例の一部改正について 原案可決

決議
３号 議会改革特別委員会の設置に関する決議案 原案可決

※第53号～第56号議案名のあとの（　）内は選任、表彰される方のお名前をを記載しています。
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◇全員が賛成であった議案等◇
議案
番号

議　案　名
議決結果（議　案　情　報）

34
専決処分の承認を求めることについて（平成30年度大山崎町一般会計補正予算（第１号））

承　認
 木造住宅の耐震診断・簡易改修の助成枠拡大に必要な予算775万円を増額する補正予算の専決処分

36
平成30年度大山崎町一般会計補正予算（第２号）

原案可決
 詳細はＰ７をご覧ください

37 平成30年度大山崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

38 平成30年度大山崎町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

39 平成30年度大山崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

40 平成30年度大山崎町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

41 平成30年度大山崎町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

43

平成29年度大山崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認　定 歳入総額 17億4,081万2,000円（前年度比３%減）　歳出総額 15億9,235万１千円（前年度
比３%減）
　　歳入歳出差引額　１億4,846万１千円　実質収支額　１億4,846万１千円

44

平成29年度大山崎町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

認　定 歳入総額 10億5,634万9,000円（前年度比95.４%増）　歳出総額 10億3,862万１千円
（96.４%増）
　　歳入歳出差引額　1,772万８千円　実質収支額　1,374万８千円"

45

平成29年度大山崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認　定 歳入総額 14億3,768万3,000円（前年度比８.４%増）　歳出総額 13億6,935万５千円（前
年度比11.２%増）
  　歳入歳出差引額　6,832万８千円　実質収支額　6,832万８千円

47
平成29年度大山崎町大山崎区財産管理特別会計歳入歳出決算認定について

認　定 歳入総額 2,965万9,000円　歳出総額 186万１千円　歳入歳出差引額　2,779万８千円　実
質収支額　2,779万８千円

48
平成29年度大山崎町円明寺区財産管理特別会計歳入歳出決算認定について

認　定 歳入総額 332万4,000円　歳出総額 37万３千円　歳入歳出差引額　295万１千円　実質収支
額　295万１千円

49
平成29年度大山崎町下植野区財産管理特別会計歳入歳出決算認定について

認　定
 歳入総額 13万1,000円　歳出総額 12万円　歳入歳出差引額　１万１千円　実質収支額　１万１千円

51 大山崎町教育委員会委員の任命について（榎本�和彦さん） 同　意
諮問
２号 人権擁護委員候補者の推薦について（山本�加根子さん） 適任と認め

推薦に同意

議案番号 議　案　名 反対の立場で討論 賛成の立場で討論
35 大山崎町税条例等の一部改正について 渋谷 進
42 平成29年度大山崎町一般会計歳入歳出決算認定について 朝子 直美　波多野 庇砂 森田 俊尚　岸 孝雄
50 平成29年度大山崎町水道事業会計決算認定について 渋谷 進 波多野 庇砂　北村 吉史

請願１号 第二保育所の存続を求める請願書 岸 孝雄　北村 吉史　高木 功 朝子 直美
決議２号 2025年国際博覧会の誘致に関する決議案 渋谷 進 西田 光宏

【討論の状況】本会議の表決前に交わされた討論の状況をお知らせします（討論の内容は会議録をご覧ください）

 ※第51号、諮問第２号議案名のあとの（　）内は任命、推薦される方のお名前をを記載しています。
 ※議案番号等は平成30年第１回定例会からの通し番号です。
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審議内容のうち主なものを次のとおり紹介します。
審議結果は4・5ページをご参照ください。

平成29年度一般会計決算
歳入額　67億2,325万9千円
　　　　（対前年度比　14.9％増）
歳出額　64億8,637万4千円
　　　　（対前年度比　13.6％増）平成29年度　一般会計歳入歳出 決算を賛成多数で認定

　前年度と比べ、個人分は3,099万円、法人分は大手企業の業績により2億8,214万円増加した。
町民税�12億2,987万2千円  UP！　

　平成29年度中に国の通知に従い高額な返礼品の見直しを行ったことにより、前年度から約１千万円、13％の減
収となった。
　なお、委員から今後のふるさと納税のあり方について質疑があり、今後はふるさと応援の趣旨に立ち返り、天王
山の整備事業などへの寄付を募る形も検討している旨答弁があった。
→ （その後）10月から台風21号で甚大な被害を受けた天王山の復旧に充てるふるさと応援寄付金の募集がスタート（詳細は町ホーム

ページをご覧ください）

ふるさと応援寄付金（ふるさと納税）6,506万5千円　　　　　DOWN！　

　平成29年度末の町債残高は、前年度に比べ7億2,518万円の大幅増となった。なお、うち5億5,150万円は緊急
防災・減債事業債(※2)の借入れ。
　平成29年度の借入れの主な事業内訳は、同報系防災行政無線の整備（9,720万円）や第二大山崎小プール移転（7,130
万円）、町体育館の施設改修工事（4億5,330万円）などで、ほかに臨時財政対策債が3億4,820万円であった。

　平成29年度に整備した防災行政無線ついて、「聞き取りにくい」
という多くの住民の声を受け、委員から改善状況について質疑があ
り、今年８月中に改善のためのテスト放送を行った結果、より聞き
取りやすい放送方法の目途が立った旨の答弁があった。

　委員から災害ごみの処理について質疑があり、現在、災害廃棄物
処理計画の策定に向けて、乙訓環境衛生組合や向日市、長岡京市と
協議している旨答弁があった。
　また、現在83ヶ所に設置されている資源ごみの収集場所につい
て、全種収集時には指導員を配置している旨の説明があり、各委員
からは住民が出しやすい場所への設置を求める意見があった。

【参考】近年の町債残高の推移
平成28年度末 53億5,961万4千円
平成27年度末 52億1,287万5千円
平成26年度末 50億2,231万3千円

平成29年度一般会計の経常収支比率（家計でいえば、
生活費など毎月必要な支払が収入に占める割合）は
91.３%で６.５ポイント改善　　
（※高いほど財政が硬直化していることを表す）

【参考】近年の経常収支比率の推移
　　　　平成28年度 97.8%
　　　　平成27年度 96.0%
　　　　平成26年度 99.2%

※１  臨時財政対策債：元利償還金相当額の全額が
後年度に交付税措置される

※２  緊急防災・減債事業債：元利償還金相当額の
７割が交付税措置される

町債の残高�60億8,480万3千円（うち臨時財政対策債(※1)�36億874万9千円） UP！　

同報系防災行政無線整備工事�9,720万円  UP！　

じん芥処理事業�7,755万円

平成29年度
一般会計決算

平成29年度
一般会計決算

歳入　町民税は約３億円の増収　町債の残高も大幅増

歳出（総務費・衛生費）　防災行政無線の改善を　資源ごみを出しやすく

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

資源ごみの収集場所
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平成30年
第３回（９月）
定例会

こんなことが決まりました
平成29年度　一般会計歳入歳出 決算を賛成多数で認定

　イノシシやアライグマなどが住家付近にたびたび出没している状況を受けて、各委員から有害鳥獣対策の強化を
求める意見があり、町としては現在、先進自治体の例を参考に、町職員が中心となって追い払いに取り組んでいる
こと、今後は地域住民と協働してさらに対策を進めていきたい旨の答弁があった。

　平成29年度末に施設改修が完了し、リニューアルオープンした町体育
館について、今年６月の大阪北部地震で天井材の一部が落下した事態を受
け、各委員から工事設計・施工段階における問題の検証を求める意見や、
現場主義が欠落しているとする指摘のほか、町内最大の避難所であるため
安全点検の徹底を求める要望があった。
　また、今後の再発防止策について質疑があり、町として、施工上の不備
を認めた施工業者及び工事監理業者に対して３ヶ月間の指名停止処分を
行ったこと、今後は京都技術サポートセンターと連携を密にし、施工業者や工事監理業者への指導を徹底して再発
防止に努める旨の答弁があった。

　６月大阪北部地震や７月豪雨災害への対応をはじめ、なごみの郷等の給湯設備更新、減債基金への積立てなどに
必要な予算約２億８千万円を増額する補正予算案を全員賛成で承認・可決した。
・耐震診断・耐震改修補助事業 （850万円）
　※詳しくは「広報おおやまざき」10月号をご覧ください
・天王山作業道復旧工事 （500万円）
　→7月豪雨で損壊した天王山作業道の復旧
・文化財補助金 （600万円）
　→大阪北部地震で被災した文化財の補修補助
・大山崎小学校災害復旧工事�（200万円）
　→地震で損傷した南校舎屋外スロープの復旧
・ふるさとセンター施設整備工事 （130万円）
　→1階・3階トイレのバリアフリー化

・早稲田地域の急傾斜地安全対策事業�（240万円）
　→京都府が進める災害防止事業の地元負担金
・なごみの郷・長寿苑施設整備工事 （2,260万5千円）
　→ 老朽化のため故障している給湯設備の更新（工期は

12月～1月を予定）　　　　
　 　なお、委員からは長寿苑の風呂利用の実態を踏まえ

て運用の見直しを検討するよう求める意見があった。
・基金積立金 （1億円）
　→今後の公債費（借金返済）の増加に備えて積立

　平成29年度に整備された観光トイレについて、委員から今年７
月の大雨で雨水が流れ込んだ状況について質疑があり、町として
は、平成30年度の小倉口公園の周辺整備工事において、側溝を設
けるなどの雨水排水機能を改善する予定である旨の答弁があった。

有害鳥獣捕獲対策事業�26万円ほか

町体育館施設整備工事�4億9,004万円  UP！　

観光トイレ（小倉神社前）整備事業�2,211万2千円  UP！　

平成29年度各会計決算額の詳細は「広報おおやまざき」11月号をご参照ください

平成29年度
一般会計決算

平成29年度
一般会計決算

平成30年度
一般会計補正予算

歳出（農林水産業費・商工費）　有害鳥獣対策の強化　観光トイレの排水対策を

歳出（教育費）　町体育館の天井材落下、安全対策、再発防止を

耐震診断・改修補助を拡充　　　天王山作業道等の災害復旧
早稲田地域の急傾斜地安全対策　なごみの郷・長寿苑の給湯設備工事

地震で天井材の一部が落下した町体育館

小
倉
神
社
前
の
観
光
ト
イ
レ

ＭＥＭＯ
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　第３回定例会（９月議会）では、11人の議員が一般質問に立ち、当面する本町の課題について、
町の考えをただしました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※�掲載内容は、一般質問をもとに各議員が作成しています。

１
．
大
阪
北
部
地
震
及
び
西

日
本
豪
雨
時
の
町
の
対
応
の

総
括
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て問
大
阪
北
部
地
震
及
び
西

日
本
豪
雨
時
の
町
の
防
災
体

制
及
び
災
害
発
生
時
の
対
応

に
つ
い
て
の
総
括
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

答
西
日
本
豪
雨
時
は
気
象

情
報
の
収
集
、排
水
ポ
ン
プ
場

の
体
制
確
認
な
ど
を
行
な
い
、

避
難
所
を
開
設
し
、児
童
生
徒

の
安
全
を
最
優
先
に
考
慮
し

て
、小
中
学
校
及
び
保
育
所
の

休
校
、
休
園
を
決
定
し
た
。

　
桂
川
の
水
位
上
昇
に
よ
り
、

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
、
次
い
で
避
難
指
示（
緊

急
）を
発
令
、
い
つ
に
な
く
緊

張
感
を
要
す
る
事
態
と
な
っ

た
が
、円
滑
な
対
処
が
で
き
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、地
域
の
防
災
意
識
も

高
ま
り
、対
応
力
の
強
化
が
進

ん
で
い
る
と
感
じ
る
。

問
大
阪
北
部
地
震
を
う
け
、

町
内
の
危
険
箇
所
の
認
識
と
、

特
に
子
ど
も
達
の
通
学
路
上

の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の
情

報
共
有
に
つ
い
て
問
う
。

答
学
校
現
場
で
防
災
教
育

を
推
進
し
、子
ど
も
た
ち
自
身

の
防
災
力
を
高
め
、家
庭
内
で

の
防
災
意
識
の
高
揚
、さ
ら
に

は
地
域
防
災
へ
の
参
画
へ
と

繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
６
月
22
日
か
ら
７
月
３
日

ま
で
の
期
間
、
町
立
の
両
小

学
校
の
通
学
路
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
調
査
を
実
施
し
、民

家
の
塀
な
ど
６
４
７
か
所
を

点
検
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
安
全
基
準
を

満
た
さ
な
い
疑
い
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
２
７
６
か
所
確

認
し
た
。

　
町
で
は
、通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
パ
ト

ロ
ー
ル
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
状
況
変
化

を
継
続
的
に
確
認
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

岸
　
孝
雄
議
員
（
所
属
会
派
＝
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

前川　　光議員……P８
❖山本町長の危機管理について 

岸　　孝雄議員……P８
❖  地震時等の対応と課題について

高木　　功議員……P９
❖  水道施設整備計画について

辻　真理子議員……P９
❖災害時の避難、対策について

山中　一成議員……P９
❖  山本町政４年間の主要施策について

波多野庇砂議員……P10
❖ 地方交付税、町債務について

朝子　直美議員……P10
❖町が行う工事の行政運営について

西田　光宏議員……P10
❖ 危機管理について

渋谷　　進議員……P11
❖ 被災町民への町の支援について

北村　吉史議員……P11
❖円明寺地域の課題について 

森田　俊尚議員……P11
❖ 山本町政の４年間の評価について

※�掲載内容は、一般質問をもとに各議員が作成しています。（質問順に掲載）

一般質問・答弁は、会議録に全文を掲載
しており、町ホームページの「会議録検索
システム」でご覧いただけます。

１
．
山
本
町
長
の
危
機
管
理

に
つ
い
て

問
今
年
７
月
５
日
か
ら
の

豪
雨
に
よ
る
避
難
勧
告
等
に

お
け
る
役
場
対
応
の
時
間
的

経
緯
を
問
う
。

答
７
月
５
日
の
午
前
３
時

34
分
に
土
砂
災
害
に
関
す
る

大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
災
害
警
戒
本

部
を
設
置
し
、
気
象
情
報
の

収
集
、
排
水
ポ
ン
プ
場
の
体

制
確
認
な
ど
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
午
前
７
時
頃
か

ら
雨
脚
が
強
ま
り
、
時
間
雨

量
に
し
て
15
㎜
や
20
㎜
と

い
っ
た
強
い
雨
が
続
い
た
こ

と
か
ら
、
土
壌
雨
量
指
数
が

基
準
値
を
超
過
し
、
気
象
台

と
京
都
府
が
土
砂
災
害
警
戒

情
報
を
発
表
し
た
。
　

　
こ
れ
を
受
け
、
本
町
に
お

い
て
も
午
前
９
時
の
時
点
で

避
難
勧
告
を
発
令
し
、
ふ
る

さ
と
セ
ン
タ
ー
と
第
二
大
山

崎
小
学
校
を
避
難
所
と
し
て

開
設
し
た
。

　
な
お
、
避
難
所
開
設
と
い

う
事
態
に
至
っ
た
の
で
、
児

童
生
徒
の
安
全
を
最
優
先
に

考
慮
し
、
小
中
学
校
及
び
保

育
所
に
つ
い
て
は
休
校
、
休

園
を
決
定
し
た
。

　
午
前
10
時
19
分
に
は
、
大

山
崎
排
水
ポ
ン
プ
場
に
お
い

て
外
水
位
が
９・
５
ｍ
に
達

し
た
こ
と
か
ら
、
ゲ
ー
ト
を

閉
鎖
し
て
ポ
ン
プ
運
転
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
午
前
11
時

17
分
に
は
、
下
植
野
排
水
ポ

ン
プ
場
に
お
い
て
外
水
位
が

10・
８
ｍ
に
達
し
た
こ
と
か

ら
、
や
は
り
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖

し
、
ポ
ン
プ
運
転
を
開
始
し

た
。

前
川
　
光
議
員
（
所
属
会
派
＝
光
会
）

一般質問
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※�掲載内容は、一般質問をもとに各議員が作成しています。

１
．
災
害
時
の
避
難
、
対
策

に
つ
い
て

問
７
月
５
日
豪
雨
で
は
、

土
砂
災
害
等
の
避
難
指
示
等

が
発
令
さ
れ
、
避
難
所
が
開

設
さ
れ
た
。
避
難
の
際
、
食

糧
や
毛
布
を
持
参
し
、
車
で

の
避
難
を
避
け
る
よ
う
に
と

防
災
情
報
メ
ー
ル
が
届
い
た

が
、「
避
難
し
た
く
て
も
避
難

で
き
な
か
っ
た
」
等
の
声
を

聞
い
て
い
る
。

　
避
難
さ
れ
た
方
の
、
避
難

手
段
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
特
に
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
。
引
き
続
き
、
徒
歩
避

難
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

問
例
え
ば
、
避
難
準
備
情

報
が
発
令
さ
れ
た
後
、
長
寿

苑
バ
ス
を
避
難
所
ま
で
の
送

迎
用
に
利
用
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
、
可
能
か
。

答
避
難
は
「
自
分
の
命
を

自
分
で
守
る
」こ
と
が
安
心

安
全
確
保
に
最
も
効
果
的
で

あ
る
。
送
迎
バ
ス
は
問
題
も

多
く
現
実
的
で
な
い
。

問
民
間
の
施
設
等
を
含
め

た
「
近
隣
の
避
難
場
所
」を

準
備
す
る
事
を
提
案
す
る
が
、

可
能
か
。

答
防
犯
面
な
ど
施
設
管
理

上
の
懸
念
等
が
あ
り
、難
し
い
。

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
今
年
度
中
に
新
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
。

問
早
稲
田
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
の
進
捗
状
況
を
問

う
。

答
今
年
度
に
京
都
府
が
早

稲
田
地
区
の
測
量
、
地
質
調

査
及
び
設
計
を
実
施
し
、
地

元
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

問
避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
策
定
の
進
捗

状
況
を
問
う
。

答
現
時
点
で
避
難
行
動
要

支
援
者
数
は
５
０
０
名
を
超

え
、計
画
策
定
に
苦
慮
し
て
い

る
。ま
ず
は
自
分
や
家
族
の
安

全
を
自
分
た
ち
で
守
る
「
自

助
」が
基
本
と
考
え
て
い
る
。

辻
　
真
理
子
議
員
（
所
属
会
派
＝
日
本
共
産
党
議
員
団
）

１
．
水
道
施
設
整
備
計
画
に

つ
い
て

問
第
１
期
施
設
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
水
道
施
設

老
朽
化
対
策
の
進
捗
状
況
を

問
う
。

答
仏
生
田
第
２
受
水
場
の

築
造
と
新
規
送
水
管
の
布
設

を
進
め
る
と
と
も
に
、
災
害

等
に
よ
る
断
水
時
の
応
急
給

水
拠
点
も
整
備
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
耐
震
化
率
は
基
幹

管
路
が
６
・
８
％
か
ら
28
・

６
％
、管
路
全
体
で
８・５
％

か
ら
17
・
４
％
と
向
上
し
て

い
る
。

　
今
後
の
管
路
や
水
道
施
設

に
つ
い
て
は
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
改
築
更
新
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

２
．
地
籍
調
査
に
つ
い
て

問
平
成
28
年
度
以
降
の
進

捗
を
問
う
。

答
本
町
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
町
内
を
11
の
地
区
に

分
け
て
地
籍
調
査
を
開
始
し

て
い
る
。

　
１
地
区
に
つ
き
３
年
を
要

し
、
１
年
目
に
土
地
情
報
を

法
務
局
で
調
査
、
２
年
目
に

地
権
者
と
現
地
立
会
、
３
年

目
に
図
面
を
作
成
し
て
法
務

局
へ
登
記
す
る
。

　
１
地
区
に
つ
き
３
年
間
の

工
程
に
、
次
の
地
区
の
２
年

間
の
工
程
を
並
行
さ
せ
、
町

内
11
地
区
を
14
年
の
計
画
で

進
め
る
た
め
工
程
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

３
．
中
学
校
給
食
導
入
に
つ

い
て

問
中
学
校
給
食
導
入
に
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
の
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
問
う
。

答
平
成
30
年
度
中
に
基
本

設
計
業
務
を
終
え
て
、
平
成

31
年
度
に
給
食
セ
ン
タ
ー
及

び
中
学
校
配
膳
室
整
備
工
事

に
着
手
す
る
。
工
事
完
成
時

期
は
平
成
32
年
６
月
を
目
途

と
し
て
、
同
年
９
月
の
２
学

期
か
ら
中
学
校
給
食
実
施
と

計
画
し
て
い
る
。

高
木
　
功
議
員
（
所
属
会
派
＝
公
明
党
）

�

１
．
山
本
町
政
４
年
間
の
主

要
施
策
に
つ
い
て

問
防
災
行
政
無
線
導
入
の

目
的
と
財
源
は
何
か
。

答
町
内
全
域
に
瞬
時
に
緊

急
情
報
を
音
声
で
届
け
、
ま

た
職
員
を
避
難
所
運
営
な
ど

災
害
対
応
に
当
て
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
財
源
は
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
を
活
用
し
て
い
る
。

町
の
実
質
負
担
は
、
毎
年
１

０
０
万
円
に
満
た
な
い
。

問
体
育
館
改
修
の
目
的
と

財
源
は
何
か
。

答
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
の
拠
点
や
、
災

害
時
に
は
避
難
所
施
設
と
し

て
利
用
す
る
。
財
源
は
主
に

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を

活
用
し
て
い
る
。
当
該
年
度

の
単
費
負
担
は
実
に
55
万
７

千
円
で
あ
る
。

問
観
光
振
興
、
交
流
イ
ベ

ン
ト
等
の
目
的
と
財
源
は
何

か
。

答
定
住
人
口
の
増
加
を
視

野
に
ま
ち
の
持
続
性
を
高
め

る
た
め
、
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
７
千
６
０
９
万
円
を

財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問
都
市
計
画
税
の
使
途
は

何
か
。
さ
ら
な
る
増
税
と
い

う
噂
が
あ
る
が
、
本
当
な
の

か
。

答
公
共
下
水
道
事
業
に
充

当
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
増

税
の
予
定
は
な
い
。

問
複
合
ビ
ル
20
億
円
プ
ラ

ン
と
い
う
噂
は
本
当
な
の
か
。

そ
こ
に
保
育
所
を
含
め
る
の
か
。

答
正
確
で
は
な
い
情
報
で

作
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、

保
育
所
を
再
整
備
に
含
め
る

こ
と
は
な
い
。

問
町
債
残
高
増
加
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
。
ま
た
、

「
税
金
の
無
駄
遣
い
」
と
い

う
声
が
あ
る
が
、
ど
う
答
え

る
の
か
。

答
町
債
残
高
は
府
内
市
町

村
で
５
番
目
に
少
な
い
状
況

で
あ
る
。
ま
た
、
全
て
が
不

可
欠
な
事
業
で
あ
る
。

山
中 

一
成
議
員
（
所
属
会
派
＝
大
山
崎
ク
ラ
ブ
）
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１
．
地
方
交
付
税
、
町
債
務

に
つ
い
て

問
現
山
本
町
政
で
大
幅
に

交
付
税
が
減
額
さ
れ
た
。
具
体

的
な
減
額
と
そ
の
理
由
は
何
か
。

答
地
方
交
付
税
は
、
財
源
の

不
均
衡
を
調
整
し
、
ど
の
地
域

の
国
民
に
も
一
定
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
財
源
を
保

障
す
る
も
の
で
、
基
礎
数
値
に

基
づ
き
算
定
さ
れ
る
。

　
普
通
交
付
税
が
減
額
と

な
っ
た
主
な
要
因
は
、
基
準
財

政
需
要
額
で
、
障
が
い
児
保
育

経
費
に
か
か
る
交
付
税
措
置
の

見
直
し
等
に
よ
り
、
対
前
年
度

１
億
５
千
万
円
の
増
額
と
な
っ

た
一
方
、
基
準
財
政
収
入
額
で
、

町
内
企
業
の
業
績
等
の
影
響

に
よ
り
、
対
前
年
度
２
億
６
千

万
円
の
大
幅
増
額
と
な
っ
た
た

め
、
交
付
額
が
１
億
４
千
５
６

９
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

問
現
町
政
は
、
借
金
財
政

の
拡
大
に
伴
う
交
付
税
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
る
形
で
あ
り
、

身
の
丈
を
上
回
る
借
金
の
拡
大

は
、
住
民
生
活
に
大
き
く
影
響

す
る
が
、
い
か
が
か
。

答
交
付
税
措
置
の
あ
る
地

方
債
の
活
用
を
図
り
、
普
通
交

付
税
の
配
分
が
多
く
な
る
財

政
運
営
を
目
指
す
。

問
平
成
31
年
３
月
末
日
に

お
け
る
町
債
の
残
高
は
。

答
今
年
度
末
の
町
債
の
残

高
見
込
額
は
、
62
億
９
千
７
１

４
万
円
で
あ
る
。

問
町
債
約
13
億
円
の
大
幅

ア
ッ
プ
は
町
長
公
約
に
な
く
、

資
金
計
画
の
な
い
形
で
大
型
事

業
を
進
め
た
こ
と
に
な
る
の
で

は
。答

借
金
返
済
の
た
め
の
基
金

に
積
立
て
て
い
る
。

問
町
の
公
的
資
金
に
関
わ
る

事
案
で
被
害
が
生
じ
た
場
合
、

保
険
適
用
が
可
か
。

答
全
国
町
村
会
総
合
賠
償

補
償
保
険
に
加
入
し
て
い
る
が
、

地
震
の
場
合
、
保
険
金
は
支
払

わ
れ
な
い
。

波
多
野 

庇
砂
議
員
（
所
属
会
派
＝
の
ぞ
み
）

１
．
町
が
行
う
工
事
の
行
政

運
営
に
つ
い
て

問
第
二
大
山
崎
小
学
校

プ
ー
ル
等
撤
去
工
事
の
追
加

工
事
は
、
工
事
費
用
が
当
初

予
算
額
の
５
倍
以
上
に
な
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
の

変
更
の
み
で
行
う
提
案
が
さ

れ
た
。
今
後
も
、
本
町
で
は
、

工
事
の
追
加
が
必
要
な
場
合
、

当
初
予
算
の
何
倍
に
な
っ
て

も
契
約
の
変
更
の
み
で
行
う

考
え
か
。

答
本
町
に
お
い
て
は
、
国

に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

よ
う
な
明
確
な
定
め
は
な
く
、

従
前
か
ら
慣
例
的
に
国
の
定

め
に
準
じ
て
い
る
。
今
後
の

工
事
に
お
い
て
も
国
の
定
め

に
準
じ
た
対
応
を
行
う
。

２
．
民
間
保
育
園
整
備
に
対

す
る
当
初
予
算
に
な
い
町
単

独
の
補
助
金
の
執
行
に
つ
い

て

問
第
二
大
山
崎
小
学
校

プ
ー
ル
跡
地
に
建
設
中
の
民

間
保
育
園
整
備
に
あ
た
っ
て
、

平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
に

な
い
町
単
独
の
補
助
金（
上

限
４
千
５
０
０
万
円
）を
議

会
の
議
決
を
経
ず
に
執
行
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

議
会
を
形
骸
化
し
、
町
行
政

の
民
主
的
運
営
を
損
な
う
行

為
で
あ
り
、
決
し
て
前
例
と

し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
今
回
の
補
助
金
は
、
平

成
30
年
度
当
初
予
算
の
保
育

所
整
備
事
業
の
補
助
金
３
億

９
１
０
万
円
の
既
決
予
算
の

中
か
ら
執
行
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
民
間
保
育
所
整
備

に
か
か
る
同
一
目
的
の
も
と

で
の
執
行
で
あ
り
、
特
段
の

問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
他
に
、
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
下
げ
を
求
め
る
質
問

を
行
っ
た
。

朝
子
　
直
美
議
員
（
所
属
会
派
＝
日
本
共
産
党
議
員
団
）

��

１
．
危
機
管
理
に
つ
い
て

問
同
報
系
防
災
行
政
無
線

が
聞
き
取
り
難
い
と
の
声
に

対
す
る
対
策
と
放
送
内
容
の

確
認
方
法
は
。

答
テ
ス
ト
放
送
に
よ
る
速

度
や
音
量
、
読
み
上
げ
の
文

節
間
隔
、
声
の
高
さ
な
ど
諸

条
件
の
設
定
の
調
節
等
を
踏

ま
え
改
善
を
す
る
。
確
認
方

法
と
し
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ

プ
、町
防
災・防
犯
情
報
メ
ー

ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
で
情
報

発
信
を
し
て
い
る
。

再
質
問
　
直
近
の
放
送
内
容

を
住
民
の
方
か
ら
確
認
出
来

る
シ
ス
テ
ム（
自
動
音
声
で

案
内
を
す
る
０
１
２
０
か
ら

は
じ
ま
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
提
案
型
の
質
問
で
あ
る
が
、

ど
う
か
。

答
今
後
の
課
題
と
し
て
検

討
し
た
い
。

問
今
後
新
た
な
避
難
所

（
施
設
）を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
。

答
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
や
企

業
を
避
難
所
と
し
て
利
用
で

き
な
い
か
検
討
を
進
め
、
一

定
の
条
件
下
で
合
意
に
達
し

て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
現
在

利
用
に
至
っ
て
は
い
な
い
。

再
質
問 

Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
横
に

あ
る
駐
輪
場
の
活
用
は
で

き
な
い
か
。
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
よ
り
確
実
に
高
台
に
あ

り
、
現
在
２
階
か
ら
上
の
ス

ペ
ー
ス
で
使
用
し
て
い
な
い

部
分
が
あ
る
。そ
こ
を
臨
時
の

避
難
施
設
と
し
て
応
用
し
、特

に
ペ
ッ
ト
連
れ
の
避
難
等
も

可
能
と
す
る
な
ど
、柔
軟
に
考

え
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。そ

の
他
の
地
域
で
も
、町
の
既
存

施
設
を
避
難
場
所
に
応
用
出

来
る
の
で
は
な
い
か
。

答

 

用
途
、
使
用
の
問
題
な

ど
が
あ
る
が
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

　
他
に
両
小
学
校
に
お
け
る

児
童
数
の
推
移
等
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

西
田
　
光
宏
議
員
（
所
属
会
派
＝
大
山
崎
ク
ラ
ブ
）
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１
．
災
害
の
被
災
町
民
へ
の

町
の
支
援
に
つ
い
て

問
災
害
の
時
こ
そ
暮
ら
し

を
支
え
る
姿
勢
が
町
政
に
あ

る
か
が
明
ら
か
に
な
る
。
災

害
時
の
対
応
は
二
つ
あ
る
。

　
一
は
、
災
害
予
報
→
発
生

中
→
災
害
後
の
プ
ロ
セ
ス
に

対
応
し
た
も
の
。
ニ
は
、
被

災
し
た
住
民
の
暮
ら
し
再
建

に
関
す
る
も
の
。

　
災
害
時
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

る
町
の
答
弁
で
、
避
難
困
難

者
へ
の
手
当
て
は
、
結
局
、

「
自
己
責
任
で
命
を
守
れ
」

状
態
で
あ
る
実
態
に
、
何
の

懸
念
も
心
配
も
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
極
め
て
憂
慮
す

べ
き
事
態
だ
。

　
そ
こ
で
、
被
災
後
の
暮
ら

し
再
建
に
つ
い
て
３
点
質
問

す
る
。

　
地
震
・
台
風
被
害
に
よ
る

家
屋
被
害
へ
町
の
独
自
支
援

策
は
考
え
な
い
の
か
。

答
家
屋
被
害
へ
の
公
金
投

入
は
、
個
人
資
産
の
形
成
に

投
入
す
る
事
で
あ
り
、
公
平

性
の
観
点
か
ら
本
来
行
う
べ

き
で
な
い
。
災
害
等
に
対
す

る
資
産
保
全
は
、
各
個
人
が

地
震
保
険
等
へ
加
入
し
備
え

る
べ
き
と
考
え
る
。

問
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

点
検
結
果
は
。
ま
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
改
修
へ
の
支
援
は
行
わ

な
い
の
か
。

答
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

問
題
に
つ
い
て
も
、
個
人
資

産
形
成
へ
の
公
金
投
入
で
あ

り
、
国
等
の
動
向
を
見
な
が

ら
慎
重
に
判
断
す
る
。

問
大
阪
北
部
地
震
屋
根
被

害
へ
の
支
援
対
象
が
公
平
性

を
欠
く
運
用
に
な
っ
て
い
る

点
を
改
善
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

答
屋
根
被
害
へ
の
補
助
申

込
が
８
月
６
日
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
た
も
の
に
適
用
で
き
な

い
件
に
つ
い
て
は
、こ
の
制
度

の
町
負
担
分
７
万
５
千
円
を

単
独
事
業
と
し
て
助
成
で
き

る
よ
う
補
正
予
算
を
組
ん
だ
。

渋
谷
　
進
議
員
（
所
属
会
派
＝
日
本
共
産
党
議
員
団
）

１
．
円
明
寺
地
域
の
課
題
に

つ
い
て

問
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

は
、
第
二
大
山
崎
小
学
校
区

で
唯
一
の
投
票
所
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
地
域
住
民
の

様
々
な
活
動
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。

　
大
規
模
地
震
に
備
え
、
住

民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
、

ま
ず
は
耐
震
診
断
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
仮
に
is
値

が
低
い
場
合
の
対
策
は
さ
れ

る
の
か
。

答
本
町
内
の
集
会
施
設
に

建
物
診
断
の
義
務
付
け
は
な

い
も
の
の
、
老
朽
化
等
の
課

題
を
抱
え
た
他
の
施
設
も
含

め
、
総
合
的
・
計
画
的
な
対

応
を
し
た
い
。

問
南
円
明
寺
団
地
に
つ
な

が
る
中
池
横
の
歩
道
は
、
大

雨
が
降
る
と
冠
水
し
て
し
ま

い
、
歩
行
困
難
に
な
る
。
早

急
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
現
地
を
確
認
し
、
修
繕

の
時
期
や
方
法
を
検
討
し
、

速
や
か
に
対
策
を
実
施
し
た

い
。

問
土
砂
災
害
警
戒
地
域
で

あ
る
久
保
川
周
辺
の
河
川
改

修
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
現

状
の
川
幅
で
は
、
土
石
流
が

発
生
し
た
場
合
や
斜
面
が
崩

壊
し
た
場
合
、
道
路
は
削
ら

れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
住
宅

に
も
人
命
に
も
被
害
が
発
生

す
る
と
予
想
で
き
る
。

　
拡
幅
を
含
め
た
災
害
に
強

い
改
修
を
府
と
協
議
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

答
河
川
改
修
は
下
流
か
ら

の
改
修
が
必
要
で
あ
り
、
府

に
対
し
、
改
修
や
維
持
管
理
、

合
わ
せ
て
砂
防
施
設
の
適
切

な
維
持
管
理
を
要
望
す
る
。

　
そ
の
他
、
教
育
施
設
整
備

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
耐
震

化
が
完
了
し
た
校
舎
の
長
寿

命
化
を
鑑
み
た
大
規
模
改
修
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
、
防
球

ネ
ッ
ト
整
備
な
ど
の
質
問
を

し
た
。

北
村
　
吉
史
議
員
（
所
属
会
派
＝
大
山
崎
ク
ラ
ブ
）

１
．
山
本
町
政
の
４
年
間
の

評
価
に
つ
い
て

問

 

現
山
本
町
長
は
、
先
の

選
挙
戦
で
、
現
在
の
大
山
崎

町
の
状
況
を
冷
静
に
分
析
し
、

あ
え
て
自
分
の
首
を
絞
め
か

ね
な
い
ほ
ど
の
厳
し
い
公
約

を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
が
保

育
所
の
民
営
化
と
都
市
計
画

税
の
導
入
で
あ
る
。

　
河
原
崎
元
町
長
が
断
腸
の

思
い
と
、
未
来
へ
の
活
路
を

拓
く
た
め
に
打
ち
出
し
た
政

策
を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
、

山
田
府
知
事
を
は
じ
め
乙
訓

２
市
首
長
と
も
ス
ク
ラ
ム
を

組
み
、
保
守
本
流
の
エ
ー
ス

と
し
て
有
権
者
の
信
任
を
得

て
、
堂
々
と
圧
勝
し
た
わ
け

で
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
は
や
４
年
の
歳

月
が
流
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

山
本
町
長
は
こ
の
４
年
間
、

自
ら
の
公
約
事
項
を
ほ
ぼ
１

０
０
％
達
成
し
た
も
の
と
認

識
し
て
い
る
か
。

答

 

私
は
、
ま
ず
国
・
府
・

近
隣
市
町
と
の
協
調
関
係
を

回
復
し
、
強
固
な
信
頼
を
得

る
ま
で
に
至
っ
た
。
こ
れ
は

単
な
る
友
好
関
係
で
は
な
く
、

私
が
就
任
後
の
４
年
間
で
実

に
20
億
円
以
上
の
補
助
金
を

獲
得
し
た
こ
と
に
如
実
に
現

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
数

字
は
通
常
的
な
制
度
補
助
で

は
な
く
、
純
粋
に
政
策
的
・

臨
時
的
な
数
値
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
間
、
精
力
的

に
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開

催
し
、
各
種
団
体
の
み
な
ら

ず
、
広
く
地
域
住
民
の
意
見

に
耳
を
傾
け
、
留
守
家
庭
児

童
会
の
移
転
問
題
や
保
育
所

民
営
化
問
題
で
も
、
保
護
者

会
と
し
っ
か
り
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
私
は
、
こ
の
４
年
間
で
約

束
し
た
公
約
を
達
成
で
き
た

と
確
信
し
て
い
る
。
こ
の
４

年
間
で
ま
い
た
種
が
必
ず
近

い
将
来
に
大
き
く
育
っ
て
、

花
が
咲
き
、
実
を
結
ぶ
と
信

じ
て
い
る
。 

森
田
　
俊
尚
議
員（
所
属
会
派
＝
大
山
崎
ク
ラ
ブ
）
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●
閉
会
中
の
委
員
会
開
催
な
ど

★
議
会
運
営
委
員
会

　
11
月
１
日（
木
）

　
　
第
４
回
定
例
会
の
日
程
に
つ
い
て

　
11
月
28
日（
水
）

　
　
第
４
回
定
例
会
予
定
付
議
事
件
の
説
明

★
広
報
常
任
委
員
会

　
10
月
５
日（
金
）

　
　「
議
会
だ
よ
り
第
86
号
」編
集
に
つ
い
て

　
11
月
16
日（
金
）

　
　「
議
会
だ
よ
り
第
86
号
」編
集
に
つ
い
て

★
全
員
協
議
会

　
11
月
28
日（
水
）

　
　
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て

●

�
�

10
月
21
日（
日
）大
山
崎
町
議
会
議
員
一�

　
般
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た

　（

選
挙
結
果
は
広
報
お
お
や
ま
ざ
き
11

月
号
及
び
町
Ｈ
Ｐ
、新
し
い
議
員
名
簿

は
２
ペ
ー
ジ
参
照
）

●

�
�

11
月
３
日
大
山
崎
町
自
治
記
念
式
典
に

お
い
て
、
12
年
間
町
議
会
議
員
を
務
め

ら
れ
た
高
木
前
議
員
、
朝
子
議
員
、
渋

谷
議
員
が
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た 議

会
の
う
ご
き

広
報
常
任
委
員
会

　辻

　真
理
子

　
　委
員
長

　島

　一
嘉

　
　
　副
委
員
長

　嘉
久
志

　満

　
　委
員

　岸

　孝
雄

　
　
　委
員

　波
多
野

　庇
砂

　委
員

　井
上

　博
明

　
　委
員

町議会に対するご意見やご質問、ご感想等がありましたら、
町議会事務局までお寄せください。
〠618-8501　大山崎町字円明寺小字夏目3番地
　　　　　　　大山崎町議会事務局　まで
　　　　　　　電話（075）956-2101
　　　　　　　Fax（075）953-6020
　　　　　　　メール（右のQRコードを読み取って送信してください）

議会ニュース

✒会議録検索システムのトップページをリニューアル　
　大山崎町ホームページに掲載している町議会の本会議会議録検索ページを
リニューアルし、トピック（話題）検索がより便利になりました。
　気になるトピックを 選択 すると、町議会の本会議会議録の中からトピックに関連する各議
員の一般質問や町長・教育長の答弁、交わされた討論が一覧表示されます。ぜひご活用くださ
い。

（右のQRコードを読み取ると会議録検索システムのページにとびます）

✒委員会が�より気軽に�傍聴できるようになりました　
　平成30年第３回（９月）定例会から、委員会の開催中、各委員会が開催される第１委員会室（役場庁舎４階）の外

（同階ロビー等）にスピーカーを設置することにより、より気軽に傍聴していただける環境になりました（第１委員
会室に入室しなくても、４階ロビー等で傍聴できます。）。
　議案等の審査が行われる各委員会の傍聴にぜひお越しください！

　
広
報
常
任
委
員
会
の
役
割
は
、
議
会
広

報
誌
「
議
会
だ
よ
り
」
の
作
成
を
は
じ
め

と
す
る
議
会
広
報
を
充
実
す
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
86
号
か
ら
新
し
い
広
報
委
員
に

よ
る
編
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
４
年
前
か
ら
議
員
に
よ
っ
て
編
集
し
た

「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
始
め
て
、
町

民
の
皆
様
が
読
み
や
す
く
、
ま
た
議
会
が

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
わ

か
り
や
す
く
、
「
議
会
豆
知
識
」
を
連
続

掲
載
し
た
り
、
議
案
名
だ
け
で
は
な
く
議

案
の
内
容
を
記
載
し
、
表
決
前
の
討
論
に

つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
し
や
す

い
よ
う
に
情
報
を
載
せ
る
な
ど
工
夫
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
親
し
み
や
す
い

表
紙
の
題
字
「
お
お
や
ま
ざ
き
」
を
大
山

崎
中
学
校
の
美
術
部
に
依
頼
し
て
掲
載
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
さ
ら
に
町

民
の
皆
様
が
議
会
活
動
へ
の
関
心
や
ご
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
紙

面
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ご
意
見
や
ご
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

 

（
辻
　
真
理
子
）

編
集
後
記


